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グループ会社の取り組み

　仙台ターミナルビル（株）では、生物多様性への取り組みとして、宮城県女川町で多くの社員やそのご家族と
一緒になって、独自の植樹活動を5日間開催しました。未来に向けて取り組みを継続的に行うこととし、東日本大
震災からの早期復興支援等、地域社会への貢献につながる取り組みとなりました。

＜主な取り組み概要＞
・宮城県が推進している「みやぎの里山林協働再生支援事業」※を活用し、宮城県女川町と2018年まで「みや

ぎの森
も

林
り

づくり」実施の協定を締結。生物多様性への取り組み、地域における社会貢献活動及び東日本大震
災からの早期復興支援を目的として「森づくり」を開催。

【植樹面積及び植樹本数】
1.06haの森林にヤマザクラ・コナラの混合2,120本の植樹

【実施時期】
平成25年10月23日～10月27日（5日間）

【参加人数】
社員及びそのご家族 延べ412名参加
※「みやぎの里山林協働再生支援事業」・・・森林整備を通じて社会貢献活動をしたい企業と所有者を県が仲介する事業。

仙台ターミナルビル（株）

　今回、CSR活動及び東日本大震災からの復興支援を目
的に社員及びその家族が参加して、女川町にて独自の
植樹活動を行いました。これまでもJR東日本主催の「森
づくり」等に一部の社員が参加して植樹を行っておりま
すが、社員一人ひとりの環境保全に対する意識に温度差
があると感じておりました。今回行った活動に対し「植
樹した苗木は大丈夫か」「次回も実施するのか」等の問い
合わせが多数あり、環境保全に対する意識が向上したと
実感しました。今後も継続的にこのような取り組みを行
い、植樹したサクラの下で花見会ができるように手入れ
等も含め、「環境保全に積極的に取り組む企業」としてイ
メージアップに努めていきます。
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